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1. はじめに 
グループによる協働学習を行ったり，ルーブリックな

どを用いた相互評価活動を行ったりすることで，アクテ

ィブラーニングを実現することができる。これまで，授業

中の対面学習中のみならず，オンライン上でも協働学習

を実践し，その効果を検証してきた。対話的な学びである

協働学習は教室内で対面にて実施する方が効果的である

が，協働学習を支えるための e ワークシートシステムを

用いることでオンライン上でも学び合いが可能であり，

一定の協働学習の効果があることが確かめられている(1)。 

中～大規模の講義型授業や，固定机といった教室設備

などの都合でグループワークが実施しにくい状況や，そ

もそも対面することが一度もない e ラーニング授業など

においても協働学習ができるということを確かめるため

に，対面無しでどこまでの効果的な学び合いができるの

か挑戦し続けてきた。本研究では，従来通りの対面を伴わ

ないオンライン協働学習と，一部対面を伴うオンライン

協働学習をそれぞれ実施し，比較することでそれらの効

果を確かめる。 
 

2. eワークシートシステム「まなびシート」 
教育のパラダイム転換が進んでいく中で，単に知識を

注入したりまとめたりするだけでなく，評価対象である

学習成果を組織的，構造的に蓄積しながら評価が学習の

一部として組み込まれるような，ポートフォリオ活用学

習が有効であるといわれている(2)。そのようなポートフォ

リオの要件を満たし，自己評価，相互評価学習を可能とす

るeワークシートシステム「まなびシート」(3)を本研究で

用いる。本システムでは，学習者のグループ化，ルーブリ

ック評価，フィードバックコメントの記入などの機能を

用いた。ルーブリックを用いた相互評価画面とフィード

バックコメント画面を図1，図2に示す。ルーブリック評

価，フィードバックコメント共に直感的に操作しやすく，

結果も直感的に受け取りやすく見やすいインターフェー

スとしている。 

 

3. オンライン協働学習 
本稿では，大手前大学での 2016 年度から 2018 年度ま

で，講義科目「情報システム管理」においてオンラインピ

アレビューを実施した実践報告を行う。レポート課題に

対して，中身を相互に参照し合ったり，互いに指摘し合っ

たりしながらそれぞれのレポートの改善を図る，といっ

た学び合いをオンライン上で行った。 

 
図1 ルーブリック評価画面 

 

 
図2 相互のフィードバックコメント画面 

 

具体的には下記の手順で複数週にわたりレポート執筆

と1グループ4～5名でピアビュー活動が展開される。 

・テーマを受けてのレポート執筆 

・セルフチェックリストを用いた推敲，校正 

・オンライン上での相互評価 

・評価結果を受けて各自再執筆，改善 

・改善内容の相互評価と振り返り 

1題あたり，5～6週を要するため，全15週の授業で実

施できるレポート課題は2題となる。2016年度から2018

年度まで，オンラインピアレビューを2回実施した。 

 

4. 実践の成果 
オンライン協働学習の実施初年度である2016年度にお

いて，ピアレビューに参加した学習者の一部は，他者への

評価は行わなかったり，期限を遅れて評価したりすると

いった，無責任な学習行動が一部問題となった。そこで，

2017 年度以降はピアレビュー活動の意味や意義を把握す

るための学習と，必ず成し遂げるという意思確認を取り

入れることで，学習意欲の向上が図られ，相互評価の達成

率が大きく改善した(4)。これにより他者からレビューがも

らえないという不満は大きく解消することができた。 

2018 年度の本稿執筆現在までのピアレビュー実施人数
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と達成率について，表1に示す。レビュー者数とは，ピア

レビュー参加対象者数に対して，期限までに他者への評

価を成し遂げた人数を表す。 

 

表1 各年度各回のピアレビュー実施および達成状況 

 

オンラインピアレビューを取り入れて5～6週にわたる

レポート執筆活動を実施した受講者たちを対象に，その

手応えをアンケート調査にて確かめた。2016年度と2017

年度の実施について，それぞれ46人，44人からの回答結

果を図3に示す。 

 

 
図3 ピアレビュー実施後の手応え調査（2016-2017） 
 

いずれの年度も 9 割近い学生が一連の協働学習の効果

を肯定的に捉えていることに加えて，これらの年度間の

取り組みの改善効果は統計的な有意差が認められること

が確かめられている(4)。 

 

5. 対面での関係性構築の試み 
これまで，eワークシートシステムなどの ICT活用のお

かげで，対面を伴わずオンラインのみでも協働学習が実

施でき，一定の効果があることが確かめられてきた。その

実感と対面の必要性について 2018 年度受講者 40 人から

アンケート調査を行った結果を図 4 に示す。これは 2018

年度前半 1 回目のオンラインピアレビューを実施した直

後に，その実感をもとに回答してもらった結果である。 

対面の相互理解がなくても協働学習の効果がある，と

いう多数の回答は，本取組の思惑通りである。一方，対面

の相互理解が協働学習の効果を高めるかどうかについて

は，賛否両論様々な意見があることが伺える。この 2 問

の回答状況について，クロス集計し回答人数をバブルチ

ャートで表したものを図 5 に示す。各設問への肯定，否

定を 4 象限に分け，各象限の回答者がどのように捉えて

いるのか推測したものを図6に示す。 

2018 年度後半 2 回目の協働学習においては，オンライ

ンでの協働学習効果を高めることを期待し，授業内にグ

ループメンバー間の相互理解と関係性構築を試みてみる。

期待通りに効果が高まるかどうか，あるいは 1 回目と 2

回目で変わらない効果が得られるのか，受講者の意識が

どのように変容するのか，などを確かめ，口頭発表時にそ

の成果を報告する。 

 
図4 対面での相互理解の必要性についての実感（2018） 

 
図5 相互理解の必要性についてクロス集計 

 
図6 相互理解の必要性について4象限マトリクス分析 
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る
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対面での相互理解の

必要性を感じていない
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いオンライン協働学習

に効果を感じており、

対面での相互理解に

より、さらなる効果を

期待している

相手のことがわから

ないオンライン協働

学習には否定的で、

対面での相互理解

が不可欠と考えてい

る

年度・回 対象者数 レビュー者数 レビュー率 辞退者数 

2016・1 60 52 86.7% － 

2016・2 52 39 75.0% － 

2017・1 48 47 97.9% 3 

2017・2 47 47 100.0% 3 

2018・1 40 38 95.0% 2 
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